
 

 令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 三橋中学校 ）     学校番号 ２２４                            【参考例】 
目 指 す 学 校 像 子どもが行きたい学校 保護者が行かせたい学校 教職員がやりがいを感じられる学校 地域が信頼を寄せる学校        

          

重 点 目 標 

１ デジタルコンテンツの有効活用による個別最適な学びの推進及び基礎学力の向上 
２ 安心・安全な学校に向けた相談機能の一層の向上を目指した生徒指導・教育相談体制の充実 
３ 学校運営協議会を中心とした学校・家庭・地域の協働体制による社会に開かれた学校の実現 
４ 一人ひとりが力を発揮し、誰もが居心地のよい（Well-Being）学校をつくる教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 
○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で
は、国語、数学、理科ともに全国、県平均と比
べ概ね良好な結果である。 

○市の学習状況調査において、学習に対する関
心・意欲・態度に関する質問に肯定的な回答を
した生徒の割合は、市平均と比べＧ・Ｓでやや
高く、国語、数学、理科、社会でやや低い。 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で
は、ICT 機器の活用状況に係る質問項目におい
て、すべて全国、県、市の平均を上回る結果で
ある。 

〈課題〉 
○全国学力・学習状況調査の結果分析から、特に
国語の「書くこと」「読むこと」及び数学の
「データの活用」が市の平均より低い。 

○市の学習状況調査の結果から、各教科における
生徒の関心・意欲がやや低い。授業内容を生徒
の生活と関連付けたり、ICT の有効な活用方法
を検証したりしながら、生徒の興味・関心を高
めることが課題である。 

・ 学 び の 自 律
化・探究化に
向けた情報端
末の活用、授
業改善 

①「学びのポイント」（じしゃク）を活
用した授業研究を各学年が随時取り
組み、生徒が目標をもって主体的に
学べる「探究的な学び」を実践す
る。 

②各教科、ドリルパークやスタディサプ
リ、デジタル教科書などのデジタル教
材を活用し、生徒が目標をもって学習
に取り組むようにする。 

③全国及び市の学習状況調査の最新の結
果を基に、読解力に関する状況を分
析するとともに、国語科をはじめと
したすべての教育活動の中で「つな
げて読む」「比べて読む」「重ねて
読む」活動を充実した授業づくりを
推進する。 

①学校評価（生徒）において、「授業は
楽しくわかりやすいですか。」の肯定
的な回答の割合が９５％以上となった
か。 

②学校評価（生徒）において、「学習用
端末（ＰＣタブレット）を活用するこ
とで、学習に取り組みやすくなったと
感じますか。」の肯定的な回答の割合
が９５％以上となったか。 

③市の学習状況調査における生活習慣に
関する調査の「学習状況」の中で「書
くこと」「読むこと」に関連する項目
の肯定的な回答が全学年市の平均を上
回ることができたか。 

①学校評価（生徒）における「授業は楽しく
わかりやすいですか。」の肯定的な回答の
割合は９５、２％だった。 

②学校評価（生徒）における「学習用端末
（ＰＣタブレット）を活用することで、学
習に取り組みやすくなったと感じます
か。」の肯定的な回答の割合が９４，１％
だった。 

③全国学力・学習状況調査における「書くこ
と」「読むこと」に関連する項目ついて、
埼玉県・全国の平均を上回ることができ
た。また、数学の「データの活用」につい
ても、埼玉県・全国の平均を上回ることが
できた。 

Ａ 

〇今年度の課題は、学習用端末を活用
しながら生徒が学習に取り組みやす
い授業を作ることであった。次年度
は、「個別最適な学び」の充実をす
ることで、生徒の基礎基本の定着や
主体的・対話的で深い学びにつなげ
ていく。 

〇全国学力・学習状況調査の結果か
ら、国語の「言葉の特徴や使い方に
関する事項」についての平均正答率
が埼玉県・全国の平均を下回った。
語句について正しく理解する力や文
脈に即して漢字を正しく書く力の定
着を図る。 

 

〇第２回学校運営協議会（１１

月）で授業参観を行った。ICT

機器の活用や話合い活動な

ど、落ち着いた環境の中で工

夫ある教育活動が行えている

と実感している。全国学力・

学習状況調査や市学習状況調

査の結果については、原因を

分析しながら学校としての改

善策を示してほしい。次年度

も、工夫ある授業を展開して

いただき、生徒が自ら考え、

進んで学び、粘り強く挑戦す

る生徒の育成に努めてほし

い。学校運営協議会で協力で

きることがあればぜひ協力し

たい。 

・学ぶ楽しさを
実 感 で き る
「ＳＴＥＡＭ
Ｓ ＴＩＭＥ」
の実施による
探究的な学び
の実現 

①「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」で、プログ
ラミング的思考とＰＢＬを取り入れた
探究的な学びを行う単元を創り出し、
実施する。 

②教員と生徒が共に学び、試行錯誤しな
がら、現代的な課題の解決を目指すプ
ログラムを展開する。 

①学校評価（教職員）において、「ＳＴ
ＥＡＭＳ教育を理解し、ＳＴＥＡＭＳ 
ＴＩＭＥを実施することができたか」
と回答する教員の割合が６０％以上と
なったか。 

②学校評価（教職員）の総合的な学習の
時間に関連する項目の肯定的な回答の
割合が９０％以上となったか。 

①学校評価（教職員）における「ＳＴＥＡＭ
Ｓ教育を理解し、ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥを
実施することができたか」と回答する教員
の割合は８３，３％だった。 

②学校評価（教職員）における「総合的な学
習の時間」に関連する項目の肯定的な回答
の割合は９５，５％だった。 

Ａ 

〇学校全体として、STEAMS TIME を計
画的に実施することができた。次年
度は、教科等横断的な学習や、地域
など多様な接点を持ちながら、社会
的な課題や現代的な諸課題に対して
学ぶことができるよう STEAMS TIME
のさらなる充実を図る。 
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〈現状〉 
〇全国学力・学習状況調査において、「学校に行
くのが楽しい」の質問に肯定的な回答をした生徒
の割合は、全国、県平均を上回った。 

〇昨年度、施設・設備の不具合等が主な原因と考
えられる生徒のけがは０件であった。 

〈課題〉 
〇コロナ禍によるストレスや不透明感、生活の変
化が生徒の心身に与える影響が大きいことか
ら、今後も、生徒一人ひとりの状況を的確に把
握し、専門機関と連携しながら学校の相談機能
の一層の向上を目指した教育相談体制の構築が
必要である。 

〇教職員による施設設備の安全点検を確実に行う
だけでなく、GIGA スクール構想に係るタブレッ
ト等情報機器の破損状況などを確実に把握する
ことが課題である。 

・いじめや不登
校の未然防
止、早期発
見、早期解決
に向けた校内
体制の充実 

①週に１回の生徒指導委員会、教育相談
委員会では、情報共有で終わるので
はなく、生徒一人ひとりに応じた支
援の方法を検討し有効な支援につな
げていく。 

②年間６回のアンケートを実施し、生徒
の心の状態の把握し、支援が必要な
生徒には面談を適宜実施する。 

①学校評価（教職員）における生徒指
導・教育相談に関連する項目の肯定的
な回答の割合が９５％以上となった
か。 

②学校評価（生徒）（保護者）におい
て、関連する項目の肯定的な回答の割
合が９０％以上となったか。 

①学校評価（教職員）における「生徒指導・
教育相談」に関連する項目の肯定的な回答
の割合は９８，６％だった。 

②学校評価（生徒）（保護者）における「生
徒指導・教育相談」関連する項目の肯定的
な回答の割合は９３％だった。 Ａ 

〇学校評価（保護者）における「学校
は家庭への連絡を密に行い適切に情
報提供している。」の肯定的な回答
が８４，３％だった。各主任（ミド
ルリーダー）が中心となり、適切に
家庭への情報提供が行われる体制つ
くりを行う。 

〇Sola るーむの活用など校内体制を 
整備し個別最適な学びの充実を図 
る。  

〇学校を訪問すると、生徒から

気持ちの良いあいさつをして

くれる。また、まじめな態度

で授業を受けている生徒の姿

が印象的である。次年度以降

も引き続き、生徒に温かな態

度で接し生徒が充実した学校

生活を送れるよう学校・家

庭・地域が連携して支援をし

ていく。 

〇施設・設備のみならず情報管

理の徹底を行い、安心・安全

な学校運営を引き続きお願い

したい。 

・安全な生活の
実現に向けた
校内体制の充
実 

①月に１回の安全点検で危険箇所を確実
に把握し、修繕が必要な箇所につい
ては速やかに対応する。 

②GIGA スクール構想に係る情報機器に
ついては、電子媒体での管理簿を作
成し適切に管理し、破損があった際
には速やかに修繕依頼できる仕組み
を構築する。 

①学校評価（教職員）に係る安全指導、
施設・設備に関連する項目の肯定的な
回答の割合が９０％以上となったか。 

②電子媒体の管理簿は、学期に１回以上
点検し管理の徹底をすることができた
か。また、破損した状態のまま使用せ
ず速やかに修繕することができたか。 

①学校評価（教職員）における「安全指導」
「施設・設備」に関連する項目の肯定的な
回答の割合は１００％だった。 

②電子媒体の管理簿は、学期に１回以上点検
し管理を徹底することができた。修理に要
する時間が長期化しているため、それぞれ
の破損について修繕の必要性を判断し、適
切に対応することができた。 

Ａ 

〇安全点検に係る業務の効率化を図る
ため、紙媒体から電子媒体での安全
点検に移行していく。 

〇備品・ICT 機器の適切な管理だけで
なく、SSSP が本格的に運用する中で
の生徒の個人情報など、ハードとソ
フト両面における適切な管理を行
う。 
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〈現状〉 
〇昨年度、三橋小・三橋中学校運営協議会を立ち
上げ、書面会議での開催もあったが３回の協議
会を開催することができた。 

〇コロナ禍における行事や学校公開については、
規模や開催方法を工夫し保護者に体育祭や合唱
コンクールを公開することができた。 

〈課題〉 
〇学校運営協議会で熟議し決定した「三橋学区で
目指す児童生徒像」の実現に向け、学校・家
庭・地域で何かできるかを再度熟議し協働へと
つなげていくことが課題である。 

〇昨年度、本校ＨＰの関係者限定公開の情報ペー
ジを開設したが、周知を徹底することができな
かった。家庭や地域への周知を徹底し本校の教
育活動について発信していく必要がある。 

・学校運営協議
会を軸とした
「熟議」から
「協働」への
転換による役
割 の 明 確 化
と、地域学校
協働活動の推
進 

①三橋学区で目指す児童像や身に付けさ
せたい資質・能力について共有すると
ともに、学校・地域・保護者の役割と
具体的な取組について明確化する。 

②学校運営協議会において、学校・家庭
地域それぞれの取組の成果と課題及び
改善策について熟議し、組織的・継続
的な連携・協働体制を構築する。 

①学校運営協議会の熟議で、学校・地
域・保護者の役割と具体的な取組につ
いて明確にし協働へとつなげることが
できたか。 

②学校運営協議会委員アンケートのすべ
ての項目で、肯定的な回答の割合が９
０％以上となったか。 

①学校運営協議会の熟議で、学校・地域・保
護者の役割と具体的な取組について明確に
示し、小中合同あいさつ運動や生徒が参加
する避難所運営訓練の実施など協働へとつ
なげることができた。 

②学校運営協議会委員アンケートのすべての
項目で、肯定的な回答の割合は１００％だ
った。 

Ａ 

〇次年度は、保護者や地域の人材を活
用し、地域の文化や風習に触れたり
学んだりする機会を作ることで家庭
や地域の教育力を向上させる。ま
た、生徒に地域のイベント等に参加
する機会を提供することで、生徒が
地域における次世代のリーダーとな
るような取組を推進する。 

 

〇今年度は、三橋中学校区の伝

統でもある「あいさつ」をテ

ーマにした熟議を行い、小中

合同あいさつ運動を行った。

次年度以降も、避難所運営訓

練をはじめ、地域との関りを

積極的に作り、地域に根差し

た活動の充実を図っていく。

また、生徒が、地域における

次世代のリーダーとなるよう

な取組を次年度の学校運営協

議会で熟議し協働につなげて

いく。 

・ＰＴＡ、地域
との連携・協
働による、自
己肯定感を醸
成する教育活
動の展開 

 

①ＰＴＡ主催の地域のボランティア活動
などを再開し、地域人材や保護者など
の多様な人物が、生徒に対して積極的
に関わる機会を設定する。 

②５類感染症に対応した学校公開の機会
を計画・実施する。また、本校ＨＰ
の関係者限定公開の情報ページを活
用し本校の取組を発信する。 

 

①学校評価（教職員）における「家庭・
地域との連携」に係る項目において、
肯定的な回答の割合が９０％以上とな
ったか。 

②学校評価（保護者）における家庭・地
域・ＨＰに係る３項目で、肯定的な回
答の割合が８５％以上となったか。 

①学校評価（教職員）における「家庭・地域
との連携」に係る項目において、肯定的な
回答の割合は９８，９％だった。 

②学校評価（保護者）における「家庭」「地
域」「ＨＰ」に係る３項目で、肯定的な回
答の割合は８４，８％だった。 

Ａ 

〇生徒がＰＴＡ主催のボランティア活
動に参加し、地域が今取り組んでい
る活動を知るとともに、地域が抱え
ている課題を理解し持続可能な地域
づくりを促進する。 

〇ＰＴＡと連携し、令和６年度から新
たなアプリを採用し家庭への積極的
な情報発信を行う。 
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〈現状〉 
○教育活動全体を通した人権教育を推進し、市教
委委嘱の人権教育研究発表を開催し、教職員及
び生徒の高い人権感覚を養うことができた。 

○研究主任のリーダーシップのもと定期的に校内
研修委員会を開催し、計画的に研究を進めるこ
とができた。 

〈課題〉 
○教職員及び生徒の高い人権感覚の水準を維持し
ていくことが課題である。 

○教育ＤＸを活用した職場環境の構築を推進しな
がら、教職員の授業力の向上、並びに時間外在
校時間を短縮させることが課題である。 

・教育活動全体
を通した人権
教育の推進並
びに、授業力
向上のための
研修の実施 

 
・誰もが居心地
のよい職場環
境の構築 

①定期的な校内研修会を開催し、学校課
題研究を計画的・組織的に推進してい
く。 

②「よい授業」やデジタルコンテンツを
活用した授業など、他校の模範的な取
組や先進的な取組状況を教職員に発
信・周知するとともに、データを蓄積
していく。 

③教育ＤＸを活用（ICT のさらなる活用
の推進）した職場環境を整備するとと
もに、全職員に毎月の時間外在校時間
を意識させ、業務改善を推進してい
く。 

①年６回の校内研修を計画通りに実施す
ることができたか。 

②学校評価（教職員）における校内研修
に係る項目において、肯定的な回答が
９０％以上となったか。また、学校評
価（生徒）における「授業は楽しく分
かりやすいですか」の項目において、
肯定的な回答が９５％以上となった
か。 

③学校評価（教職員）における働き方改
革に係る項目において、肯定的な回答
の割合が７０％以上となったか。 

①年６回の校内研修を計画通りに実施するこ
とができた。 

②学校評価（教職員）における「校内研修」
に係る項目において、肯定的な回答は９
４，７％だった。また、学校評価（生徒）
における「授業は楽しく分かりやすいです
か」の項目において、肯定的な回答は９
５、２％だった。 

③学校評価（教職員）における「働き方改
革」に係る項目において、肯定的な回答の
割合は７４，２％以上だった。 

Ａ 

〇令和６年度は「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の一体的な充実に
ついての研究を推進していく。 

〇SSSP、Sola るーむの効果的な活用方
法の実現に向け、校内研修の組織に
エバンジェリストを追加し、年に６
回の校内研修を計画的に実施する。 

〇教育ＤＸを活用した職場環境の整備
を引き続き推進し、教職員の授業力
を向上させることで、教職員一人ひ
とりが力を発揮し、誰もが居心地の
良い学校作りを行う。 

 

〇学習用端末や教室のプロジェ

クター設置、SSSP、Sola るー

むなど、現在の学校は急激な

変化に対応する必要があると

感じる。引き続き、研修等を

活用しながら、教職員として

のスキルを高め生徒のより良

い成長につなげるとともに、

教職員が健康でやりがいを感

じられる職場を作ってほし

い。 
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